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学術集会名：ESC Congress 2019（欧州心臓病学会学術集会 2019）  

開催期間：令和元年 8 月 31 日〜令和元年 9 月 4 日 

開催地：フランス、パリ  

所属・氏名：京都大学医学部附属病院 循環器内科 医員 稲住英明 

 

【学会内容】  

 欧州心臓病学会学術集会（ESC）は毎年夏に、欧州いずれかの国内で開催される心

臓病学に関する学術集会である。欧州を中心として世界各国（100 か国以上）から、

心臓病学を専門とする臨床医、医学研究者等が参加し、世界各国から 3 万人以上

が参加する世界最大規模の循環器学術集会である。特に近年、学会への参加者数

及び演題応募数が急激に増加しており、世界中から最新の研究結果が発表され、より

一層大規模な集会となり注目を集めている。 

 今年度も、 3 万人以上の参加者が集い、世界中からの最新の研究結果が報告され

た。特に、Hot Line Session と呼ばれる最新の注目の研究が報告される Sessionは今

後の実臨床を変えるようなハイインパクトの研究結果が報告され、NEJMなどの国際一

流誌に同時に論文掲載がされるが、私が研究の対象としている心不全領域でも期待

以上の成果が報告され、会場が拍手に包まれるなど新たな時代の到来を直に肌で感

じることができ、非常に貴重な体験ができた。 

 また臨床領域のみならず基礎医学のセッションも豊富にあり、最新の未発表データ

を数多く勉強することができ自身の今後の研究につながるようなアイデアも数多く得る

ことができた。 

【発表の内容】 

  私は、学術集会の 4日目(9 月 3 日)に 15分のオーラルセッションにて、自身の

研究している心不全進展の新たな分子メカニズムについての発表を行った。 

 心不全は非常に予後不良の症候群であり、かつ今後高齢化の進行に伴い人口の減

少にも関わらずその罹患数が増えることからも新たな治療標的の同定が急務である。

そこで我々は独自に開発した拡張型心筋症モデルマウスの心室筋の遺伝子発現を

網羅的に解析することで、これまで注目されてこなかった抑制性 G タンパクのサブタイ

プであるGαoの発現上昇に着目した。さらに圧負荷心肥大心不全モデルマウスや他

の拡張型心筋症モデルマウスの心室筋でも同様に Gαo の発現上昇をきたしているこ



とが確認できたため、様々な成因の心不全進展に広く関わる因子であると考えた。そ

こで培養心筋細胞等を用いた in vitro な解析や各種心不全モデルマウスと Gαo ノッ

クアウトマウスを交配することによる in vivo の解析などを行い、Gαo が NRSF という心

不全の進行に関わるとされる心筋胎児型遺伝子を制御する転写調節因子により直接

転写制御されていること、病的細胞シグナルの活性化によりその発現が上昇し心筋細

胞内の Ca2+動態異常から心機能低下や崔不整脈性亢進など心不全の進展に関わる

ことを明らかにした。 

 当日の発表では、国内外の研究者から様々な質問・コメントを頂くことができ、自分

の研究の問題点や今後の課題などが浮き彫りとなったことは非常にためになった。   

【謝辞】  

今回、ハイシーズンの欧州で開催の学会ということもあり、参加にかかる費用の大きさ

から躊躇していたところ当助成をいただけたおかげで ESC 2019への参加、研究成果

の発表という貴重な経験をさせていただけました。 

このような機会を与えてくださった京都大学教育研究振興財団に心より御礼申し上げ

ます。 

 


